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概要 
Abstract 

 CRVO は虚血型に移行すると失明につながる疾患であり、黄斑浮腫は

視力予後を不良にする。格子状光凝固、高圧酸素療法、炭酸脱水酵素阻

害薬内服、硝子体切除、視神経乳頭放射状切開、ステロイド局所投与、

全身又は眼局所の線溶療法など、さまざまな治療が試みられてきたが決

定的な治療法は確立されていない。最近抗 VEGF 薬の硝子体注射が

CRVO の黄斑浮腫を著明に改善することが明らかとなり治療の主流と

なりつつあるが投与後２、３ヶ月での浮腫再発が多く、繰り返し投与を

余儀なくされることが問題となっている。 
日本発の眼底血流解析装置であるレーザースペックルフローグラフ

ィー（LSFG）を用い CRVO の網膜血流を評価したところ、抗 VEGF 療

法により黄斑浮腫と血流の両方が改善する症例が予後良好であること

を見いだした。その後の症例を増やした検討では最終的に虚血型になっ

た症例の平均血流速度は初回抗 VEGF 治療の前後で健眼の 50%を超え

ておらずそのような場合予後不良であることが示唆された。LSFG を用

いて血流を評価することは、病状把握および治療を行う上で有用であ

る。 
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